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物
価
高
騰
に
対
す
る	

	

生
活
支
援

令
和
５
年
度
一
般
会
計
補
正

予
算
（
第
２
号
）�

―
可
決

　
既
定
予
算
に
６
３
９
８
万
円

を
追
加
し
て
、
総
額
83
億
２
２

２
３
万
円
と
す
る
も
の
。

主
な
歳
入

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

対
応
地
方
創
生
臨
時
交
付
金

（
国
庫
支
出
金
）

�

８
２
４
８
万
円

教
育
費�

△
３
５
２
７
万
円

B
＆
G
財
団
か
ら
の
補
助
金
不

採
択
に
よ
り
三
水
B
＆
G
海
洋

セ
ン
タ
ー
の
改
修
を
延
期
。

主
な
歳
出

住
民
税
非
課
税
世
帯
等
臨
時
特

別
給
付
金
事
業
（
１
世
帯
当
た

り
３
万
円
）�

２
７
０
０
万
円

低
所
得
子
育
て
世
帯
生
活
支
援

特
別
給
付
金
（
児
童
１
人
に
つ

き
５
万
円
）�

５
５
０
万
円

商
工
振
興
対
策
事
業
（
応
援
商

品
券　
町
民
１
人
当
た
り
５
０

０
０
円
）�

５
２
２
６
万
円

飯
綱
町
立
放
課
後
児
童
健
全

育
成
施
設
条
例
の
一
部
を
改

正
す
る
条
例�

―
可
決

�

牟
礼
西
児
童
ク
ラ
ブ
の
廃
止

に
伴
い
、
条
例
の
該
当
部
分
を

削
除
す
る
も
の
。

補
正
予
算

令
和
５
年
度
一
般
会
計
補
正

予
算
（
第
１
号
）
専
決
処
分

の
承
認�

―
承
認

　
今
春
開
始
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
症
防
止
の
ワ
ク
チ

ン
接
種
に
間
に
合
わ
せ
る
た
め

の
補
正
予
算
。

　
既
定
予
算
に
２
８
２
４
万
円

を
追
加
し
て
、
総
額
82
億
５
８

２
５
万
円
と
す
る
も
の
。

　
歳
入
は
全
額
国
庫
支
出
金
。

条
例
改
正　
　
主
な
も
の

町
内
保
育
園
送
迎
バ
ス	

す
べ
て
に
置
き
去
り
防
止

	
安
全
装
置
を
設
置
予
定

飯
綱
町
家
庭
的
保
育
事
業
等

の
設
備
及
び
運
営
に
関
す
る

基
準
を
定
め
る
条
例
の
一
部

を
改
正
す
る
条
例�

―
可
決

　
６
月
定
例
会
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
を
行
い
、

６
月
１
日
か
ら
16
日
ま
で
の
16
日
間
の
日
程
で
開
催
さ
れ
た
。

　
提
出
さ
れ
た
議
案
は
、
専
決
処
分
の
承
認
が
３
件
、
条
例
が
５

件
、
補
正
予
算
が
１
件
の
計
９
件
。

　
9
件
す
べ
て
原
案
通
り
可
決
・
承
認
し
た
。

　
陳
情
２
件
。
１
件
は
全
会�一�

致
で
採
択
、
１
件
は
賛
否
同
数
と

な
り
、
議
長
裁
決
に
よ
り
採
択
と
し
た
。

電気・ガス等の物価高騰に生活支援
住民税非課税世帯に1世帯当たり、3万円を支給。
低所得子育て世帯に児童1人当たり、5万円を支給。
町民1人当たり、応援商品券5000円を支給。

▲さみずっ子保育園バス

▲りんごっ子保育園バス

▲�りんごっ子保育園バス▲南部保育園バス▲�さみずっ子保育園バス
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反
対
討
論

�

樋
口�

功

　

イ
ン
ボ
イ
ス
制
度
は
、
５

年
前
の
軽
減
税
率
導
入
時
に

セ
ッ
ト
で
決
定
さ
れ
た
。
国

は
こ
れ
ま
で
全
国
で
説
明
会

な
ど
を
開
催
し
、
今
後
も
経

過
措
置
に
よ
り
着
実
な
導
入

を
目
指
し
て
い
る
。
こ
れ
ら

を
無
視
し
た
独
自
展
開
の
陳

情
は
認
め
ら
れ
な
い
。

�

青
山�

弘

　

免
税
業
者
が
課
税
業
者
に

な
っ
た
と
し
て
も
経
過
措
置

や
制
度
の
改
正
等
で
意
見
書

の
内
容
よ
り
負
担
は
軽
く
な

る
。
免
税
業
者
の
ま
ま
で
も

課
税
業
者
に
消
費
税
分
全

額
値
引
き
は
求
め
ら
れ
な
い
。

実
態
と
は
異
な
る
意
見
書
に

賛
成
で
き
な
い
。

可
否
同
数
の
た
め
議
長
裁
決
に

よ
り
採
択
と
し
た
。

消
費
税
イ
ン
ボ
イ
ス
制
度

（
適
格
請
求
書
方
式
）
の
実

施
延
期
を
求
め
る
意
見
書
提

出
に
つ
い
て
の
陳
情�

―
採
択

陳
情
者

　

�

消
費
税
廃
止
長
野
連
絡
会�

宮
沢�

栄
一

　
消
費
税
イ
ン
ボ
イ
ス
制
度
実

施
は
、
当
面
延
期
す
る
よ
う
政

府
に
意
見
書
を
提
出
す
る
こ
と

を
求
め
て
い
る
。

陳
情

飯
綱
町
の
点
字
ブ
ロ
ッ
ク
の

増
加
に
つ
い
て
の
陳
情�

�
�

―
採
択

　
飯
綱
町
内
は
、
視
覚
障
害
を

持
っ
た
人
が
歩
く
際
に
大
切
な

点
字
ブ
ロ
ッ
ク
が
少
な
い
。
必

要
な
場
所
に
増
や
す
こ
と
を
求

め
て
い
る
。

常
任
委
員
会
で
の
意
見　
　
　

　
点
字
ブ
ロ
ッ
ク
の
誤
認
事
故

の
起
き
な
い
場
所
に
お
い
て
は
、

道
路
改
修
に
合
わ
せ
て
積
極
的

に
取
り
組
む
べ
き
。

点字ブロックの種類

誘導ブロック
視覚障害者がブロ
ックの突起を足裏
あるいは、白杖で
確認しながら突起
の方向に進むことが
できるよう、安全に
歩行できるように設
置。

警告ブロック
階段前、横断歩道
前、交差する分岐
点、案内板の前、
障害物の前、駅の
ホームの端など注
意すべき位置に設
置。

出典：国税庁ホームページ

□
□
□
□
□
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視察
報告

　
４
月
９
日
・
10
日
・
13
日
・
18
日
・
25
日
の
断
続
的
な
低

温
に
よ
り
、
県
内
40
市
町
村
で
凍
霜
被
害
が
発
生
し
た
。

　
議
会
で
は
、
Ｊ
Ａ
な
が
の
田
中
営
農
技
術
員
の
案
内
で
町

内
の
り
ん
ご
・
な
し
・
さ
く
ら
ん
ぼ
、
そ
れ
ぞ
れ
の
果
樹
園

に
お
い
て
、
被
害
発
生
状
況
を
視
察
し
た
。
技
術
員
に
よ
る

と
、
霜
の
通
り
道
と
な
っ
た
り
ん
ご
園
で
は
全
体
的
に
結
実

が
悪
く
、
収
穫
量
も
減
少
。「
ま
る
特
」
の
商
品
で
供
給
を

補
う
な
ど
の
対
策
も
必
要
と
の
話
が
あ
っ
た
。

町内果樹園　凍霜害
今年の被災状況は

総務産業・福祉文教合同常任委員会（6月16日）

農作物被害額（令和５年６月９日現在）

県内（40市町村） 23億3285万2千円

飯綱町 7362万2千円（りんご・なし・おうとう等）

りんご 約6600万円 1割減
被害面積
28.2haな　し 約�����500万円 6割減

さくらんぼ 約�����300万円 4割減

▶�

３
年
枝
の
結
実
が
悪
い�

り
ん
ご
園

＊
今
後
に
つ
い
て

　

農
業
農
村
支
援
セ
ン

タ
ー
に
窓
口
を
設
置
し
、

生
産
者
団
体
と
も
連
携

し
て
被
災
農
家
に
対
し

技
術
面
、
経
営
面
の
相

談
に
き
め
細
か
く
対
応

し
て
い
る
。
議
会
と
し

て
も
実
態
把
握
が
進
む

中
で
、
被
災
し
た
農
家

に
対
し
て
必
要
な
支
援

策
を
町
に
要
望
し
て
い

く
。

令和５年度　6月定例会　議案に対する各議員の賛否結果　（〇賛成 ●反対）

議　　案　　名 表決
結果

議案

令和４年度飯綱町一般会計補正予算（第12号）の専決
処分の承認について 承認 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ○ ○ －

令和４年度飯綱町後期高齢者医療特別会計補正予算
（第３号）の専決処分の承認について 承認 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ○ －

令和５年度飯綱町一般会計補正予算（第１号）の専決処
分の承認について 承認 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －

飯綱町若者住宅管理条例の一部を改正する条例 可決 ○ ○ ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －
飯綱町特定教育・保育施設及び特定地域型保育事業
の運営に関する基準を定める条例の一部を改正する条
例

可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －

飯綱町家庭的保育事業等の設備及び運営に関する基
準を定める条例の一部を改正する条例 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －

飯綱町立放課後児童健全育成施設条例の一部を改正
する条例 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －

飯綱町放課後児童健全育成事業の設備及び運営に関
する基準を定める条例の一部を改正する条例 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －

令和５年度飯綱町一般会計補正予算（第２号） 可決 ○ ○ ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －

陳情
飯綱町の点字ブロックの増加についての陳情 採択 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －
「消費税インボイス制度（適格請求書方式）」の実施延期
を求める意見書提出についての陳情 採択 ○ ● ● ● ● ○ ● ○ ○ ● ○ ○ ○ ● 採択

発議「消費税インボイス制度（適格請求書方式）」の実施延期を求める意見書案 可決 ○ ● ● ● ● ○ ● ○ ○ ● ○ ○ ○ ● 可決

 

（
議
長
）

渡
邉
千
賀
雄

原
田
幸
長

伊
藤
ま
ゆ
み

大
川
憲
明

清
水
　
滿

石
川
信
雄

目
須
田
修

風
間
行
男

樋
口
　
功

中
島
和
子

青
山
　
弘

瀧
野
良
枝

小
林
文
廣

中
井
寿
一

三
ツ
井
忠
義
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仲俣�茜さん
（西黒川）

石
いし

川
かわ

 信
のぶ

雄
お

  6 ページ
１　ウェルビーイングなまちづくりを
２　飯綱町DX（デジタルトランスフォーメーション）
の具現化を

中
なか

島
じま

 和
かず

子
こ

  7 ページ
１　これからの地域活性化と発展は
２　観光資源の活用と関係人口の増加を

中
なか

井
い

 寿
ひさかず

一  8 ページ
教育の改革は

伊
い

藤
とう

 まゆみ  9 ページ
子ども達の健やかな成長への支援の拡充を

一般質問  まちづくり・観光・教育を質す

•�一般質問は、議員が町の行政全般にわたり、執行機関に疑問点を質し、所信の表明を求めるものです。
•�一般質問の詳細については、ホームページ、議事録でご覧になれます。
•�一般質問の原稿は各議員が責任をもって編集しています。

初
め
て
の
議
会
傍
聴
で

し
た
が
、
大
変
興
味
深
く

聴
か
せ
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。「
最
近
は
質
問
内
容

が
成
熟
し
て
き
て
い
る
」

と
い
う
町
長
の
お
言
葉
通

り
、
聴
き
ご
た
え
の
あ
る

質
問
と
答
弁
だ
っ
た
と
い

う
印
象
で
す
。

具
体
的
な
議
題
「
ウ
ェ

ル
ビ
ー
イ
ン
グ
」
に
つ
い

て
は
、
勉
強
に
な
っ
た
り

考
え
さ
せ
ら
れ
た
り
し
ま

し
た
。
保
健
福
祉
に
と
ど

ま
ら
ず
、
心
身
・
社
会
的

に
満
た
さ
れ
た
幸
福
な
状

態
を
表
す
言
葉
だ
と
い
う

こ
と
で
、
町
民
全
体
の
幸

福
度
と
い
う
数
値
化
の
難

し
い
も
の
を
行
政
と
し
て

ど
う
捉
え
る
か
が
特
に
興

味
深
い
と
こ
ろ
で
し
た
。

何
を
も
っ
て
町
民
の
幸
福

と
す
る
か
と
い
う
質
問
の

答
弁
の
中
で
、「
ウ
ェ
ル
」

と
は
日
常
生
活
で
の
「
こ

こ
が
も
っ
と
こ
う
だ
っ
た

ら
い
い
の
に
」
が
総
合
的

に
解
消
さ
れ
た
状
態
で
あ

る
と
考
え
る
と
い
う
お
話

が
あ
り
、
一
町
民
と
し
て

心
に
残
り
ま
し
た
。

質
問
と
答
弁
の
全
体
を

通
し
て
、
教
育
や
地
方
創

生
に
及
ぶ
町
の
取
り
組
み

や
外
部
か
ら
の
評
価
、
他

の
町
の
取
り
組
み
事
例
な

ど
が
多
く
用
い
ら
れ
説
得

力
を
感
じ
ま
し
た
。
機
会

が
あ
れ
ば
ま
た
傍
聴
さ
せ

て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い

ま
す
。

充実した時間でした

一
般
質
問

（5）長野県　飯綱町議会だより



政
策
に
ウ
ェ
ル
ビ
ー
イ

ン
グ
な
ま
ち
づ
く
り
を

ウ
ェ
ル
ビ
ー
イ
ン
グ
と
は

（
精
神
的
、
肉
体
的
、
社
会
的

に
満
た
さ
れ
た
状
態
の
こ
と
）

石
川　
町
長
が
思
う
町
民
の
幸

福
と
は
。

町
長　
Ａ
ｌ
ｌ�

ｉ
ｓ�

ｗ
ｅ
ｌ

ｌ
。
い
ろ
ん
な
意
味
で
幸
せ
と

い
う
意
味
だ
が
、
幸
福
の
向
上

に
行
政
と
し
て
ど
ん
な
政
策
を

し
、
ど
う
い
う
対
応
を
し
て
い

け
ば
い
い
の
か
、
そ
れ
を
導
く

と
い
う
こ
と
に
繋
が
っ
て
い
く

ん
だ
ろ
う
な
と
い
う
ふ
う
に
思

っ
て
い
る
。

石
川　
総
合
計
画
で
も
日
本
一

女
性
が
住
み
た
く
な
る
町
へ
を

政
策
目
標
と
し
て
掲
げ
て
き
た

飯
綱
町
だ
が
、
そ
の
よ
う
な
観

点
か
ら
も
目
標
値
達
成
さ
れ
た

の
か
。

町
長　
諸
々
の
子
育
て
の
事
業

の
展
開
、
女
性
の
活
躍
の
場
、

ま
た
は
就
労
の
場
の
確
保
、
公

な
委
員
会
等
々
へ
の
女
性
の
登

用
、
こ
の
辺
に
つ
い
て
は
、
そ

う
い
う
社
会
に
は
僅
か
ず
つ
で

も
な
っ
て
き
て
い
る
ん
で
は
な

い
か
と
感
じ
る
。

石
川　
人
付
き
合
い
で
の
コ
ミ

ュ
ニ
テ
ィ
と
い
う
も
の
に
対
し

て
の
町
長
の
考
え
は
。

町
長　
維
持
の
た
め
に
、

時
間
を
作
っ
て
み
る
チ

ャ
ン
ス
を
皆
さ
ん
に
申

し
上
げ
る
み
た
い
な
、

そ
の
よ
う
な
工
夫
を
し

て
進
め
て
い
く
べ
き
だ

と
思
っ
て
い
る
。

石
川　
し
あ
わ
せ
未
来

会
議
を
し
て
は
。

町
長　
ど
ん
な
町
を
み

ん
な
が
望
ん
で
い
る
の

か
、
ど
ん
ど
ん
知
る
機
会
を
作

っ
て
い
く
と
い
う
こ
と
は
大
賛

成
。

石
川　
Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ
が
「
２
０
３

０
年
に
向
け
た
学
習
枠
組
み
」

を
示
し
、
教
育
制
度
改
革
を
加

盟
国
に
求
め
た
が
、
対
応
は
。

教
育
長　
新
学
習
指
導
要
領
の

中
核
は
、
主
体
的
で
対
話
的
、

深
い
学
び
の
実
現
に
向
け
た
授

業
改
善
を
目
指
し
て
い
る
。
ま

た
、
学
習
評
価
に
お
い
て
は
、

学
習
し
た
こ
と
に
意
味
や
価
値

を
実
感
で
き
る
評
価
を
す
る
こ

と
。
学
習
の
過
程
や
成
果
を
評

価
す
る
こ
と
な
ど
が
求
め
ら
れ

て
い
る
。
町
と
し
て
は
、
次
世

代
を
担
う
子
供
た
ち
が
社
会
的

文
化
的
多
様
性
を
認
め
合
い
な

が
ら
、
分
断
で
は
な
く
、
協
働

を
短
期
的
な
利
益
で
は
な
く
、

持
続
可
能
な
社
会
を
目
指
す
人

間
育
成
、
そ
う
い
う
教
育
に
取

り
組
ん
で
い
き
た
い
。

飯
綱
町
Ｄ
Ｘ
（
デ
ジ
タ

ル
ト
ラ
ン
ス
フ
ォ
ー

メ
ー
シ
ョ
ン
）
の
具
現

化
に
つ
い
て

石
川　
飯
綱
町
Ｄ
Ｘ
の
そ
れ
ぞ

れ
の
進
捗
状
況
は
。

企
画
課
長　
地
域
課
題
の
解
決

と
し
て
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
活
用
し
た

シ
ス
テ
ム
を
導
入
す
る
予
定
と

し
て
い
て
、
公
共
施
設
の
予
約

シ
ス
テ
ム
、
ス
マ
ー
ト
グ
ラ
ス

を
活
用
し
た
買
い
物
支
援
、
鳥

獣
害
対
策
な
ど
で
、
地
域
で
抱

え
て
い
た
様
々
な
問
題
や
課
題

を
解
決
す
る
こ
と
で
、
住
民
の

皆
様
の
生
活
満
足
度
の
向
上
に

繋
げ
て
い
き
た
い
と
い
う
ふ
う

に
考
え
て
い
る
。

ウェルビーイングなまちづくりを
取り組んでいかなければならない

石川�信雄議員

町
長

１.やってみよう
自己実現
成長

４.ありのままに
独立

自分らしさ

２.ありがとう
つながり
感謝

３.なんとかなる
前向き
ポジティブ

ウェルビーイングとは

▲�デジタル端末
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区
・
組
の
再
編
は

中
島��

地
域
の
現
状
と
今
後
は
。

町
長��

役
員
の
な
り
手
や
、
地

域
活
動
の
参
加
者
が
い
な
く
な

る
な
ど
、
地
域
で
非
常
に
い
ろ

い
ろ
な
問
題
が
出
て
き
て
い
る
。

　
牟
礼
地
区
に
お
い
て
も
区
が

機
能
し
な
く
な
っ
て
く
れ
ば
、

も
う
１
回
、
大
き
な
集
団
に
区

編
成
す
る
時
代
に
な
っ
て
来
た

と
考
え
る
。
た
だ
、
２
つ
を
一

緒
に
す
る
の
で
は
な
く
、
そ
れ

ぞ
れ
存
在
す
る
機
能
を
持
つ
形

を
と
り
た
い
。
牟
礼
地
区
を
６
、

７
ぐ
ら
い
の
大
き
な
単
位
と
し
、

連
携
で
き
る
と
こ
ろ
は
１
つ

の
大
き
な
集
合
体
と
し
た
い
が
、

行
政
が
進
め
る
と
い
う
よ
り
代

表
者
会
議
等
で
段
階
を
踏
み
な

が
ら
検
討
し
て
い
く
。

中
島��

再
編
に
つ
い
て
、
こ
れ

ま
で
の
協
議
の
経
過
は
。

町
長��

平
成
28
年
の
代
表
者
会

議
で
大
き
な
ブ
ロ
ッ
ク
に
し
た

ら
ど
う
か
と
の
説
明
を
し
た
。

区
・
組
長
さ
ん
か
ら
は
そ
の
必

要
性
は
な
い
と
い
う
意
見
で
話

は
収
ま
っ
た
。
後
に
、
集
落
活

性
化
へ
集
落
創
生
事
業
を
創
設

し
た
。

新
た
な
集
落
創
生
事
業
を

中
島��

実
施
地
区
か
ら
は
集
落

を
超
え
た
事
業
が
効
果
的
で
は

と
の
考
え
方
が
あ
る
。
集
落
の

連
携
が
期
待
で
き
る
が
。

町
長��

多
世
代
交
流
や
他
地
域

と
の
交
流
な
ど
、
発
展
的
な
事

業
は
望
む
と
こ
ろ
。
財
源
と
し

て
は
、
ふ
る
さ
と
納
税
を
地
域

の
活
性
化
に
使
用
さ
せ
て
い

た
だ
く
こ
と
は
最
高
の
使
い

道
だ
と
思
う
。

中
島��

住
民
生
活
の
拠
点
で

あ
る
集
落
組
織
の
健
全
化
を

ど
う
図
る
か
。

町
長��

そ
の
組
織
が
活
動
し

て
こ
そ
存
在
価
値
が
あ
る
。

集
落
支
援
員
な
ど
助
言
者
の

配
置
を
し
て
維
持
を
図
る
。

　
集
落
の
創
生
は
難
し
い
が
、

田
舎
だ
か
ら
で
き
る
素
晴
ら

し
い
事
業
で
あ
る
。

観
光
資
源
の
活
用
を

中
島��

霊
仙
寺
湖
畔
に
お
い

て
、
国
内
初
の
「
ワ
ー
ル
ド

カ
ッ
プ
ノ
ル
デ
ィ
ッ
ク
ウ
ォ

ー
キ
ン
グ
ハ
ー
フ
マ
ラ
ソ
ン

大
会
」
が
９
月
に
開
催
予
定
。

国
内
外
か
ら
参
加
者
が
見
込
ま

れ
る
。
町
の
Ｐ
Ｒ
を
。

産
業
観
光
課
長��

町
を
知
っ
て

い
た
だ
く
大
き
な
チ
ャ
ン
ス
。

課
で
検
討
し
て
町
を
宣
伝
し
て

い
く
。
関
係
人
口
の
創
出
も
期

待
で
き
る
。

中
島��

り
ん
ご
の
町
を
印
象
づ

け
る
み
つ
ど
ん
グ
ッ
ズ
（
日
本

手
ぬ
ぐ
い
）
を
参
加
賞
と
し
、

ま
た
、
大
会
を
盛
り
上
げ
る
イ

ベ
ン
ト
ア
ー
チ
を
町
の
備
品
と

す
る
こ
と
は
。

町
長��

ア
ー
チ
等
を
含
め
ど
ん

な
費
用
が
掛
か
る
か
、
大
き
な

大
会
に
な
る
の
で
町
と
し
て
も

実
行
委
員
の
中
に
ど
う
関
わ
っ

て
い
く
か
今
後
検
討
し
、
気
持

ち
よ
く
誠
意
を
も
っ
て
迎
え
る

計
画
を
す
る
。

中
島��

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
を
楽
し

む
観
光
客
も
増
え
て
い
る
。
町

の
観
光
資
源
の
今
後
の
活
用
は
。

町
長��

健
康
増
進
も
含
め
、
町

の
観
光
資
源
を
活
か
す
ス
ポ
ー

ツ
と
し
て
考
え
て
い
く
。

集落組織健全化をどう図るか
組織が活動してこそ存在価値がある

中島�和子議員

町
長

▶�

年
々
増
え
る
集
落
創
生
事
業
参
加
者�

�

（
普
光
寺
西
部
、楽
々
委
員
会
）

▶�

整
備
さ
れ
た
コ
ー
ス
で
気
持
ち
よ
く

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
を
楽
し
む
人
々
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教
育
の
自
由
化
は

中
井��

「
教
育
の
自
由
化
」
は
、

昭
和
時
代
か
ら
答
申
に
謳
わ
れ

て
い
る
。
こ
れ
に
は
学
校
以
外

の
教
育
機
関
に
よ
る
教
育
も
視

野
に
入
っ
て
い
る
。
こ
れ
に
つ

い
て
ど
う
考
え
る
か
。

教
育
長��

教
育
委
員
会
は
、
公

立
の
学
校
に
お
け
る
学
び
の
自

由
を
保
証
す
る
も
の
で
あ
っ
て
、

そ
れ
以
外
に
つ
い
て
関
知
し
な

い
。教

育
の
多
様
性
は

中
井��

教
育
の
多
様
性
と
は
、

個
の
重
視
か
ら
来
て
い
る
。
個

の
重
視
に
は
、
教
師
の
時
間
が

必
要
だ
が
、
効
率
を
優
先
し
て

き
た
学
校
教
育
に
は
無
理
が
あ

る
の
で
は
な
い
か
。

教
育
長��

学
校
に
は
、
多
く
の

先
生
が
お
り
、
友
達
や
地
域
住

民
も
い
る
の
で
、
問
題
無
い
と

考
え
る
。

私
立
中
学
へ
の
助
成
金
は

中
井��

県
は
、
私
立
の
中
学
校

に
も
助
成
金
を
出
し
て
い
る
。

県
は
、
教
育
の
自
由
化
を
後
押

し
し
、
学
校
選
択
の
自
由
に
垣

根
を
設
け
な
い
よ
う
に
努
力
し

て
い
る
。
町
と
し
て
県
の
動
き

に
呼
応
し
て
で
き
る
こ
と
は
な

い
か
。

教
育
長��

高
校
生
に
出
し
て
い

る
通
学
定
期
の
補
助
を
、
小
中

校
生
に
も
出
す
。

信
州
型
フ
リ
ー
ス
ク
ー
ル

	

認
証
制
度
は

中
井��

フ
リ
ー
ス
ク
ー
ル
に
対

す
る
助
成
金
が
、
憲
法
89
条
に

よ
り
規
制
さ
れ
て
い
る
こ
と
に

つ
い
て
、
県
は
何
ら
か
の
認
証

制
度
に
よ
り
回
避
し
よ
う
と
し

て
い
る
。
県
は
フ
リ
ー
ス
ク
ー

ル
へ
の
助
成
に
前
向
き
で
あ
る

が
、
町
と
し
て
県
の
動
き
に
呼

応
し
て
で
き
る
こ
と
は
な
い
か
。

教
育
長��

こ
れ
ま
で
も
、
授

業
で
使
う
分
に
は
、

公
共
施
設
を
無
料

で
貸
し
出
し
た

り
、
不
用
品
を
無

償
譲
渡
し
て
い
る

し
、
土
地
建
物
の

相
談
に
も
の
っ
て

い
る
。
し
か
し
な

が
ら
、
フ
リ
ー
ス

ク
ー
ル
は
あ
く
ま

で
も
教
育
委
員
会

の
管
轄
外
な
の
で

こ
れ
以
上
の
協
力

は
で
き
な
い
。

町
内
の
フ
リ
ー

ス
ク
ー
ル
は

中
井��

町
内
に
は

２
つ
も
の
フ
リ
ー

ス
ク
ー
ル
が
あ
る
が
、
町
と
し

て
、
教
育
産
業
の
育
成
や
移
住

促
進
に
利
活
用
の
つ
も
り
は
あ

る
か
。

町
長��

特
に
考
え
て
い
な
い
。

教育改革は
法律の範囲内で

中井�寿一議員

教
育
長

▲�義務教育の無償化は、公立学校のみである。図中の数字は、小学校への国（左）や県（右）からの一人当たりの助成金の額
（万円）を表す（概算）。教育の自由化が必要とされるも教育機関によって家庭の経済的負担は大きく異なる。

▲�高校生に出ている通学定期の補助が、小中校生にも出ることに。
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子
ど
も
の
抑
う
つ
へ
の

	

対
応
は

伊
藤　
子
ど
も
の
抑
う
つ
傾
向

が
、
コ
ロ
ナ
流
行
初
期
か
ら
改

善
せ
ず
高
止
ま
り
し
て
い
る
と
、

国
立
成
育
医
療
研
究
セ
ン
タ
ー

の
調
査
で
分
か
っ
た
。

　
町
の
状
況
把
握
は
。

教
育
長　
数
と
し
て
把
握
し
て

い
な
い
。
臨
時
休
業
明
け
に
は
、

休
み
や
登
校
し
ぶ
り
は
あ
っ
た
。

伊
藤　
子
ど
も
の
抑
う
つ
傾
向

に
つ
い
て
、
保
護
者

へ
の
周
知
は
。

教
育
長　
特
別
行
っ

て
い
な
い
。

伊
藤　

専
門
家
は

「
周
囲
の
大
人
は
、

子
ど
も
の
体
調
や
性

格
の
変
化
を
見
逃
さ

な
い
で
ほ
し
い
」
と

訴
え
て
い
る
。
保
護

者
へ
も
知
ら
せ
る
べ

き
だ
。

教
育
長　
学
校
へ
行

け
な
い
時
が
あ
る
な

ど
問
題
の
あ
る
子
へ

は
対
応
し
て
い
る
。

大
事
な
こ
と
な
の
で
、

周
知
し
た
い
。

伊
藤　
統
廃
合
で
小

学
校
の
無
く
な
っ
た

地
域
の
方
々
は
日
々
子
ど
も
の

声
が
聞
こ
え
な
く
な
っ
た
こ
と

に
淋
し
さ
を
覚
え
て
い
る
。
こ

れ
ま
で
も
子
育
て
に
係
わ
っ
て

き
た
地
域
の
方
々
に
も
周
知
し

て
は
。

教
育
長　
牟
礼
小
で
は
、
午
後

地
域
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
協
力
を

得
て
、
学
校
で
遊
び
を
通
し
た

学
び
を
念
頭
に
過
ご
し
て
い
る
。

　
多
く
の
目
で
係
わ
っ
て
い
け

る
よ
う
周
知
し
た
い
。

給
食
費
無
償

	

の
実
施
を

伊
藤　
岸
田
首
相

が
鳴
り
物
入
り
で

発
表
し
た
「
異
次

元
の
少
子
化
対

策
」
は
期
待
に
反

し
た
も
の
で
、
給

食
費
の
無
償
は

「
課
題
の
整
理
」

に
留
ま
っ
て
い
る
。

県
は
、
予
算
の
試

算
を
始
め
た
と
の

こ
と
だ
が
、
日
本

共
産
党
の
議
員
の

質
問
に
、「
そ
れ

ぞ
れ
の
自
治
体
で

対
応
し
て
ほ
し
い
」
と
の
立
場

だ
。

　
信
濃
町
で
は
、
こ
の
４
月
か

ら
第
２
子
以
降
の
子
の
給
食
費

を
半
額
補
助
し
て
い
る
。

　
設
置
者
と
し
て
の
考
え
は
。

町
長　
考
え
方
に
異
論
は
な
い

が
、
国
が
し
っ
か
り
面
倒
を
見

る
べ
き
だ
。

　
年
４
２
０
０
～
３
０
０
万
円

か
か
り
、
安
い
金
額
で
は
な
い
。

予
算
編
成
時
に
、
無
償
と
す
る

こ
と
に
必
要
性
が
あ
る
か
、
ど

の
よ
う
に
や
る
か
な
ど
検
討
し

た
い
。

　
使
用
す
る
野
菜
を
で
き
る
だ

け
有
機
に
し
た
い
。

伊
藤　
有
機
野
菜
は
材
料
費
が

高
く
な
る
が
。

町
長　
有
機
栽
培
は
収
量
が
落

ち
る
の
で
高
く
買
う
な
ど
農
家

支
援
が
必
要
に
な
る
。

　
給
食
費
は
上
げ
な
い
よ
う
に

し
た
い
。

伊
藤　
生
産
者
の
顔
が
見
え
る

食
育
が
大
事
だ
が
、
取
組
は
。

教
育
長　
コ
ロ
ナ
禍
で
中
止
し

て
い
た
が
、
正
常
に
戻
っ
た
ら

生
産
者
や
調
理
員
と
の
交
流
を

始
め
た
い
。

給食費無償の実施を
予算編成時に検討したい

伊藤�まゆみ議員

町
長

▲�心身共に健やかな日 を々連携で

▲�食材の地産地消（有機野菜）の拡大を
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議
員
定
数
・
報
酬
等
調
査
研
究

特
別
委
員
会

６
月
定
例
議
会
中
に
第
１
回
特
別
委
員
会
を
行
い
、
会
議
の
運
営
方

法
・
今
後
の
日
程
・
進
め
方
に
つ
い
て
検
討
し
ま
し
た
。
７
月
５
日
、

第
２
回
目
を
行
い
、
議
員
定
数
・
報
酬
に
つ
い
て
の
現
状
分
析
を
行
い

ま
し
た
。
令
和
６
年
10
月
を
目
安
に
議
員
定
数
・
報
酬
の
あ
り
方
に
つ

い
て
、
議
員
の
基
本
方
針
を
町
へ
提
出
す
る
予
定
で
す
。
町
民
の
皆
様

へ
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
行
い
、
参
考
資
料
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

【飯綱町議会の定数・報酬に関する状況】
合併後の町議会議員選挙

回 定数 立候補者数
第1回（H17） 18名 22名
第2回（H21） 15名（削減） 16名
第3回（H25） 15名 17名
第4回（H29） 15名 16名
第5回（R3） 15名 15名（無投票）

議員報酬の推移
期間 議長 副議長 委員長 議員

H17.10.1～
H17.11.30 269,000 184,000 174,000 160,000
H17.12.1～
H21.10.29

（特例条例で減額）
247,500 173,000 163,600 152,000

H21.10.30～
H29.10.29 269,000 184,000 174,000 160,000
H29.10.30～
　　現在 269,000 196,000 183,000 174,000

～アンケートへのご協力をお願いします～
　　　（①または②のいずれかでお願いします）
①�アンケート用紙を封筒の形にして、切手を貼らずに
ポストへご投函ください。

②�アンケート用紙に記載のQR コードを読み取り、
Google フォームにてご回答ください。

≪主な年間スケジュール≫
◇予算・政策要望書を町長に提出
◇町民講座を町と共に開催
◇長野建設事務所への要望書提出
◇政策サポーター会議の開催
◇常任委員会視察
※活動日数（報酬算定基礎となる議会活動日のみ）

定例会・
臨時会

全員
協議会 合計日数

R1 76 14 90
R2 79 16 95
R3 85 16 101
R4 82 16 98
平均 80.5 15.5 96.0

≪委員会の状況≫

総務産業
常任委員会
8人

議会運営委員会
6人

福祉文教
常任委員会
7人

議会報編集調査
特別委員会
6人

予算決算常任委員会
（議長を除く議員全員）

14人

常任委員会

【全国的な動向】
平均議員定数（町村）

平均議員報酬（町村）

11.80
11.85
11.90
11.95
12.00
12.05
12.10
12.15
12.20

H29

12.1

H30

12.0

R1

11.9

R2

11.9

R3

H29
213,726

H30

214,533

215,656

R1 R2

216,542

R3

213,902

11.8

213000
213500
214000
214500
215000
215500
216000
216500
217000
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ご面倒ですが、太枠で切り取り、のり付けし、封筒の形にして切手を貼らずにポストへ投函ください。

料
金
受
取
人
払
郵
便

差
出
有
効
期
間

20
23
年
９
月

30
日
ま
で

長
野
東
局

承
   
   
認

3
8
1
-8
7
9
0 飯 綱 町 大 字 牟 礼 二 七 九 五 番 地 一

飯 綱 町 役 場  議 会 事 務 局  行

折 り 線

58
5

議 会 ア ン ケ ー ト
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の 　り 　し 　ろ

の
　
り
　
し
　
ろ

の
　
り
　
し
　
ろ

議会に対する町民アンケート
（８月３１日（木）までに投函してください）

　このアンケートは、町民の皆さんの議会に対する意識等を把握し、今後の議会
活動に役立てるために行うものです。ご回答へのご協力をお願いいたします。
� ※以下、あてはまる項目に□✓をお願いします。
⑴�議会に町民の声が反映されていると思い
ますか？

⑷�議会や議員に何を期待しますか？（複数回
答可）

□反映されている
□ある程度反映されている
□あまり反映されていない
□反映されていない　
□わからない

□町民の声を町政に反映する
□議員の資質向上
□町政運営のチェック機能の強化
□定期的な活動報告会
□町民生活で困っていることの相談相手
□町政運営の提言活動の強化
□町と県、国のパイプ役となる

⑵�町民に開かれた議会であると思いますか？ ⑸�月額１７万４０００円の議員報酬をどのよう
に考えますか？

□開かれている
□ある程度開かれている
□あまり開かれていない
□開かれていない
□わからない

□増やすべき
□現状維持
□減らすべき
□わからない

⑶�住民に開かれた議会とするために何が必
要だと思いますか？（複数回答可）

⑹�15人の議員定数をどのように考えます
か？

□町民と議会の意見交換会を行う
□議会報告会を各地域で行う
□議会だよりの内容充実
□傍聴しやすい議会の開催
□議会ホームページの充実

□減らすべき
□現状維持
□増やすべき
□わからない

～～～議会に関するご意見をお聞かせください～～～

ご協力ありがとうございました。アンケート結果については、議会報等で公開する予定です。
なお、結果は統計的に処理し、個人を特定できるデータの公開は行いません。

記入者　　　　　　歳代　　　　　　男性　・　女性（〇印を）

第 71 号（12）



モニターアンケートにお答えします
 議会だより第70号（3月定例会） 

��・モニターを受けてから1年近くになりますが、ちょっと疑問に感じること、身近から聞こ
えてくることがちょっと気になりますので…モニターの意見の検討はどうなっているの？

��・皆さんからお寄せいただいたモニターアンケート結果は、町の課長以上は回覧で閲覧して
いただいています。また、議員個々の判断に寄りますが、皆さんからの要望を一般質問の
案件として取り上げることもあります。

��・自分の住んでいる町のこと、誰かがやってくれると無関心で不満を言いがちですが、町の
運営に皆が参加しなければと思います。

��・モニターアンケートを読むとなかなか辛口で。口で言うことは簡単ですが、その口で言う
ことに責任が伴う立場にある議員の皆さん、「真の熱意がないとなかなか議員になろう」
とは思えないですよね。また、「議員定数・報酬等調査研究特別委員会」の発足、その後
楽しみにしています。チーム議会、応援しています。

��・新聞の記事で恐縮ですが、佐久穂町議会は、議会の活動を知ってもらい、町民の意見を聞
く場として議会報告会を開いた。昨年、今年と２回目。我が町の議会傍聴者も多くはない
ようであり、議会、議員の周知として「議会だより」もありますが…議会報告会なるもの
も１つの妙案かも。

��・自助、共助、公助とよく言われますが、町の総合計画でも共動を謳っております。要望等
がありましたら、どんな案件でもおつなぎください。課題解決になるように議会としても
共動してまいりたいと存じます。

��・ありがとうございます。なり手不足の問題も議会では重要視しています。「議員定数・報
酬等調査研究特別委員会」の結果がどのようなものになるかは先の話ではありますが、議
会構成も各世代が反映された多様化したものになるよう考えていきたいと思います。

��・議会報告会は、全町ではありませんが、一部の地区では区の総会に時間を頂戴し実施して
います。関連することではありますが、今年度、「議員定数・報酬等調査研究特別委員会」
で、住民懇談会を町内各所で開催することを予定しています。ご都合がつきましたら、是
非、ご参加ください。

（13）長野県　飯綱町議会だより
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あの時の
あの質問

どうなった??

～定例会一般質問答弁の進捗状況から～

【令和4年12月】

Ｑ   移住希望者へ無料職業紹介を。

Ａ   長野市に近く自然が豊かで家族層に優しいことをサイトで
発信し、町内の受入協力事業者をサイトにアップしていく。

⬇
町の移住定住支援サイトに移住者インタビューを増やし、
無料職業紹介をアップした。

【令和4年12月】

Ｑ   布団、ブルーシートの回収方法を見直せないか。

Ａ   布団は、可燃ごみ袋に入る大きさなら可能である。ブルー
シートも現在の焼却炉では問題がない。関係者と協議のう
え、見直しをする。

⬇
見直しし、分別ガイドブックを改定し該当箇所を配布した。

【令和4年9月】

Ｑ   住宅リフォーム支援補助金申請方法の改善を。

Ａ   公平性を担保し、申請窓口が混乱しない方式を研究する。

⬇
電子申請を併用する。応募が予算を超えた場合は、抽選と
する。

対応

対応

対応

第 71 号（14）
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新しい町づくりへ  私の提案
第31回

牟
礼
村
時
代
か
ら
地
区
の
皆
様
に
、
お
世
話
に

な
り
楽
し
く
暮
ら
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

私
自
身
も
高
齢
者
の
域
に
入
り
、
日
々
の
農
作

業
も
身
体
に
き
つ
い
事
が
あ
り
ま
す
。

次
の
よ
う
な
制
度
が
有
る
と
便
利
だ
と
思
い

ま
す
。

◎
Ｊ
Ａ
と
共
同
で
農
機
具
の
安
価
な
貸
出

�（
高
所
作
業
車
・
チ
ッ
パ
ー
・
の
り
面
草
刈
り

機
モ
ア
ー
等
）

そ
の
他
、
生
活
し
て
い
る
中
で

◎
直
売
所
に
コ
ン
ビ
ニ
を
誘
致
す
る
。

�

集
客
の
向
上
と
地
域
で
の
買
物
の
利
便
性
向

上
を
は
か
る
。

◎
文
化
財
へ
の
支
援

�

飯
綱
町
に
は
、
有
形
・
無
形
の
文
化
財
が
数
多

く
有
り
ま
す
。
町
の
宝
を
発
掘
し
、
後
世
に
つ

な
い
で
い
く
た
め
に
支
援（
資
金
）
を
受
け
や

す
く
す
る
。

義
母
と
一
緒
に
暮
ら
し
て
い
ま
し
た
が
、
介
護

制
度
も
充
実
し
て
お
り
、
町
外
の
人
か
ら
う
ら
や

ま
し
が
ら
れ
ま
し
た
。
も
っ
と
も
っ
と
素
晴
ら
し

い
町
に
な
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

飯
綱
町
は
北
国
街
道
の
バ
イ
パ
ス
が
で
き
、
飛
躍

的
に
長
野
市
の
ベ
ッ
ド
タ
ウ
ン
化
が
進
ん
で
き
た

か
と
思
い
ま
す
が
、
高
齢
化
が
進
ん
で
い
る
の
が
現

状
で
す
。
そ
の
要
因
と
し
て
は
少
子
化
が
進
ん
で
い

る
こ
と
以
外
に
山
間
部
の
不
便
さ
が
大
き
な
要
因

と
な
っ
て
お
り
、
人
口
増
に
ブ
レ
ー
キ
を
か
け
て
い

る
の
で
は
と
思
っ
て
い
ま
す
。
私
が
飯
綱
町
に
居
住

す
る
こ
と
を
決
め
た
理
由
は
、
勤
め
先
が
あ
る
長
野

市
に
近
く
、
魅
力
的
な
自
然
が
多
く
残
さ
れ
て
い
る

点
で
、
子
供
達
が
育
っ
て
い
く
上
で
も
最
適
な
場
所

で
あ
る
と
思
っ
た
か
ら
で
し
た
。
実
際
に
生
活
を
し

て
今
ま
で
は
特
に
不
満
は
無
か
っ
た
の
で
す
が
、
高

齢
に
な
り
つ
つ
あ
る
中
で
交
通
手
段
と
し
て
欠
か

せ
な
い
車
の
運
転
が
で
き
な
く
な
る
（
免
許
返
納
で

運
転
し
な
い
こ
と
も
含
む
）
こ
と
に
対
し
て
不
便
さ

を
感
じ
て
来
る
事
を
推
測
し
て
い
ま
す
。
そ
の
不
便

さ
を
少
し
で
も
解
消
さ
せ
る
事
が
で
き
れ
ば
、
今
後

に
期
待
し
た
い
移
住
者
増
に
も
繋
が
る
の
で
は
と

思
っ
て
い
ま
す
。
た
だ
最
終
的
に
は
人
間
関
係
に
な

る
と
思
い
ま
す
が
、
そ
の
為
に
は
地
域
住
人
同
士
の

絆
作
り
が
大
切
で
、
そ
れ
が
し
が
ら
み
に
な
り
生
活

が
し
づ
ら
く
な
ら
な
い
よ
う
な
仕
組
み
作
り
を
し

て
い
く
こ
と
も
重
要
な
課
題
と
思
っ
て
い
ま
す
。

不便さを
少しでも解消へ

匿名希望�さん
（福井団地）

もっと大好き
飯綱町

森山�昭二�さん
（北川）

私が思う
飯綱町の魅力

原田�佑香�さん
（平出）

飯
綱
町
に
越
し
て
き
て
２
年
め
に
入
り
ま

し
た
。
自
然
の
豊
か
さ
や
美
し
さ
が
感
じ
ら

れ
、
充
実
し
た
毎
日
を
過
ご
し
て
い
ま
す
。

飯
綱
町
に
は
、
魅
力
的
な
物
が
た
く
さ
ん

あ
り
ま
す
。
例
え
ば
古
民
家
や
廃
校
と
な
っ

た
小
学
校
を
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
し
た
カ
フ
ェ
、

飯
綱
町
の
花
や
味
覚
が
楽
し
め
る「
い
い
づ

な
ま
ち
花
め
ぐ
り
」
な
ど
が
あ
り
ま
す
。
そ

う
い
っ
た
も
の
を
、
よ
り
多
く
の
方
に
知
っ

て
も
ら
え
る
よ
う
Ｓ
Ｎ
Ｓ
発
信
を
行
っ
て
い

く
と
良
い
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。
ま

た
、
自
然
を
活
か
し
た
大
型
ア
ス
レ
チ
ッ
ク

や
ペ
ッ
ト
や
子
ど
も
を
連
れ
て
遊
べ
る
施
設

を
作
る
こ
と
で
色
ん
な
世
代
か
ら
愛
さ
れ
る

町
を
作
っ
て
い
け
る
と
思
い
ま
す
。

飯
綱
町
の
魅
力
が
た
く
さ
ん
の
方
に
伝
わ

る
こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
。

（15）長野県　飯綱町議会だより
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い
町
だ
と
感
じ
て
い
ま
す
。

　
近
年
温
暖
化
が
進
む
中
、
夏

も
比
較
的
過
ご
し
や
す
い
気
候

で
、
夏
に
は
桃
、
秋
に
は
り
ん

ご
と
い
っ
た
様
々
な
美
味
し
い

フ
ル
ー
ツ
が
穫
れ
、
冬
に
は
ウ

ィ
ン
タ
ー
ス
ポ
ー
ツ
が
楽
し
め

る
、
そ
ん
な
飯
綱
町
を
と
て
も

気
に
入
っ
て
い
ま
す
。

　
今
後
、
大
好
き
な
こ
の
町
を

家
族
や
友
人
に
も
知
っ
て
も
ら

い
、
た
く
さ
ん
の
人
が
遊
び
に

来
た
い
！
と
思
え
る
町
に
な
る

と
嬉
し
い
で
す
。

住
み
良
い
町		

飯
綱

岩井 美智子さん
（牟礼）

　
昨
年
か
ら
飯
綱
町
に
足
を
運

ぶ
よ
う
に
な
り
、
飯
綱
町
で
出

会
う
方
の
人
柄
や
景
色
が
好
き

に
な
り
こ
ち
ら
に
移
住
し
て
き

ま
し
た
。
思
い
描
い
て
い
た
自

然
豊
か
で
静
か
な
暮
ら
し
が
送

れ
て
お
り
、
と
て
も
住
み
や
す

議
会
だ
よ
り
モ
ニ
タ
ー

生
の
声 

�

■ 9月定例会予定
9月1日～ 22日（22日間）
一般質問
9月6日（水）・9月7日（木）
常任委員会
9月8日（金）・9月11日（月）

編集委員
　　発　行　人　　渡邉�千賀雄
　　委　員　長　　石川� 信雄
　　副 委 員 長　　中井� 寿一
　　委　　　員　　小林� 文廣
　　委　　　員　　瀧野� 良枝
　　委　　　員　　青山� 弘
　　委　　　員　　中島� 和子

2023年度  飯綱町民講座のご案内

講師
青木 理
ジャーナリスト
ノンフィクション作家

日 時  2023年 8月5日（土）
開 場  13:30　　開 演  14:00
場 所  飯綱町民会館ホール

■�共催　飯綱町� 飯綱町議会
■�問い合わせ� 飯綱町企画課�TEL�026-253-2512
� 飯綱町議会� TEL�026-253-4761

対談者
畑谷 史代
作家
信濃毎日新聞社論説委員

71
号
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プ
ロ
の
ダ
ン
サ
ー
の
指
導
の

お
陰
だ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

休
み
時
間
も
、
家
で
も
練
習
し

た
か
ら
綺
麗
に
で
き
た
の
で
す
。

講
師
の
言
葉
が
今
も
心
に
残

り
ま
す
。「
失
敗
を
恐
れ
な
い
。

失
敗
は
成
功
へ
の
ワ
ン
ス
テ
ッ

プ
」。

編
集
後
記

　
「
何
の
た
め
に
行
う
の
か
？
」
経
済
学

者
の
ピ
ー
タ
ー
・
ド
ラ
ッ
カ
ー
の
問
い

掛
け
で
す
。
ダ
ン
ス
の
練
習
で
子
供
達

が
だ
ら
け
た
と
き
、
講
師
が
問
い
掛
け

ま
し
た
。「
何
の
た
め
に
ダ
ン
ス
を
す
る

の
？ 

見
に
来
て
く
れ
る
人
達
を
泣
く
ほ

ど
感
動
さ
せ
た
い
ん
じ
ゃ
な
い
の
？
」。

講
師
も
私
も
涙
し
ま
し
た
。 

（
寿
）

子どもたちに語りかける講師

入場無料「今、この国で起こっていること、
 いま地域住民がすべきこと」
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